
平常時でも災害時でも家庭での生活

で出てくる生ごみや資源ごみなど。

生ごみなどの腐敗しやすいごみから、

優先的に！

急いで捨てる必要のない資源ごみな

どは、できる限り家や敷地内で保管を

お願いします。

災害で出たごみはどうすればいいの？
～もしもに備え、日ごろから考えよう～

大規模な災害で出るごみは、普段と分別方法や出し方が異なります。

市は

○発災後、３日以内の収集再開を目標としています

○災害ごみ専用の仮置場（市民仮置場）を近隣の公園などに設置します

○生活ごみと災害ごみに区分して収集を行います

○分別方法や市民仮置場の場所などは、

ホームページ、ごみ分別促進スマホアプリ「さんあ～る」、市公式アプリ

「しもまちアプリ」、チラシ（避難所や自治会）などでお知らせします

生活ごみ 災害ごみ

生活ごみと災害ごみを分別！

ス
テ
ッ
プ

１

災害によって発生したごみのうち、住宅

などを片付ける際に出てくる物。

例：畳、布団、家具、家電、コンクリー

トがらなど

災害ごみを分別！

災害からの早期復旧には、決められた場

所に正しい分別で出すことが重要です。

まずは分別しましょう！

正しい場所に出しましょう！

いつものごみステーションに！ 市が設置する市民仮置場に！

ス
テ
ッ
プ

２

ス
テ
ッ
プ

３ ※消防車や救急車などが通行できるよう、ごみを道路に広げないようにしましょう！

※分別できていないごみは収集できません！

◎災害発生時は、資源ごみなどの収集や市民の皆さんからの奥山工場などへの直接搬入を

一時的に中止することもあります。
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災害で出たごみはどうすればいいの？


